
全国連絡会は、１０月２

６日（木）午前１１時３０

分から衆議院第二議員会館

多目的会議室で「１０・２

６ 秋の歯科決起集会」を

開催しました。

ＷＥＢ参加併用の集会で、

現地２００人、ＷＥＢ１５

０カ所の３５０人以上が参

加しました。

愛知からは現地に６人、

保険医会館からＷＥＢで２

人が参加しました。また、

衆参国会議員も挨拶に訪れ、

合計１６人が参加しました。

はじめに基調報告を雨松

真希人連絡会会長が行い、

「既に６月には約１７万筆

の署名を衆参７３人の紹介

議員から国会へ提出してお

り、保険診療の充実が多く

の国民の願いであることは

明白である。その願いを実

現するためにも来年の診療

報酬・介護報酬の同時改定

で改善が必要であり、運動

をさらに大きく広げ、前に

進めよう」と訴えました。

次に各地各層からの報告

では、歯科署名の取り組み、

歯科技工問題の取り組み、

子どもの歯科矯正保険適用

拡充の取り組みなどが次々

と報告されました。

歯科技工問題では、歯科

技工学校の閉校や志望者の

減少といった厳しい現状が

報告され、若い歯科技工士

が将来に希望を持って仕事

を続けるために、今こそ低

い技術料が引き起こす経済

問題を放置せず、喫緊の対

策が必要との訴えがありま

した。

また、９歳の子どもを持

つお母さんから寄せられた

「歯の矯正 保険適用で子

育てに安心を」のメッセー

ジが代読され、歯科医療の

充実を望む国民の強い思い

があることも示されました。

集会の最後には「権利と

して誰もが必要な歯科医療

を受けられるように 保険

でより良い歯科医療の実現

を」のアピールを全員で採

択して終了しました。

決起集会終了後は、吉田

統彦衆議院議員の仲介で、

歯科技工問題に係る厚労省

要請をオープンな形式で開

催し、厚労省の担当者に直

接現場の声を伝えました。
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「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会総会 記念講演

「口からの子育ち・親育ち」
〜ボクってワタシっていいなぁ、が生まれるところ〜
と き：５月２６日（日） 午前10：00～12：00（総会議事 10:00～10:30／記念講演 10:30～12:00）
ところ：保険医協会伏見会議室、WEB参加あり

講 師：岩倉 政城 氏

（歯学博士、尚絅学院大学名誉教授、宮城県社会保障推進協議会会長）

参加費：無料（どなたでも参加出来ます）

（講師から）口は食べるための臓器ですが、それだけではなくて、子どもが肌と口
を使って「基本的信頼」という最初の“こころ”を作る場でもあります。
この“こころ”を作り損ねると「指しゃぶり」や「噛みつき」が長引いてしま
います。お父さんお母さんをはじめ子育てに関わる保育士さん・保健師さん・助
産師さんたちも学びにいらしてください。

「１０・２６秋の歯科決起集会」～保険診療充実こそ国民の願い～

今からご予定ください！



「保険でより良い歯科医

療を」愛知連絡会（以下、

連絡会）は、１１月３日

（金・祝）に、名古屋栄の

三越前でいい歯デー街頭宣

伝を行いました。

当日は、歯科医師、歯科

衛生士、連絡会参加団体の

構成員ら９人が参加し、保

険でより良い歯科医療を求

める」請願署名４７筆を集

約、ポケットティッシュ１

６８個を配布しました。

宣伝行動では、江原雅博

連絡会会長はじめ歯科医師

３人が交代でマイクを握り、

鼻呼吸や口腔ケアにより感

染症に罹りにくくなること、

口腔の健康を維持すること

が全身の健康維持に影響す

ることなどを市民に向けて

訴えました。

また、現在の保険証を存

続させること、物価が高騰

し国民の生活が苦しくなっ

ている今こそ、受診機会を

奪わないよう窓口負担の引

き下げが必要であること、

そのためにも歯科医療・医

療予算を十分に確保するよ

う求めました。

請願署名の取り組みは今

年１月から開始し６月にいっ

たん終了しましたが、その

後協会に寄せられたものと

あわせて、今回集約した署

名を１１月３０日の中央行

動で国会議員に手渡しまし

た。

連絡会では、今後も健康

講座などを通じて歯科医療

の重要性を市民に届ける活

動を継続していきます。
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マスク生活「あいうべ」体操と歯みがきでお口のケアを
～企業からの依頼では初の健康講座開催～

「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会では、１１月２日（木）夕方

に熱田区の(株)山田商会本社５階会議室で健康講座を開催しました。

今回の健康講座は、ガス・水道工事などを中心に地域住民の生活イン

フラを支える会社で、連絡会として企業からの依頼を受けての健康講座

は初めての取り組みとなりました。

講座のテーマは「１１月８日は『いい歯デー』～お口の健康管理始め

てみませんか～」、講師は江原雅博連絡会会長が務めました。現地２５

人,Ｗｅｂで１５人の合計４０人が参加しました．

講師は講演のはじめに、コロナ禍の中、マスク生活により口呼吸が増

えているが、鼻呼吸を意識するよう呼びかけ、「あいうべ体操」などを

紹介しました。その後、口腔崩壊の事例や、年々、大人の

虫歯が増えている統計などからセルフケアとしての歯みが

き、プロフェッショナルケアとしての定期的な歯科受診の

重要性を訴えました。

講演の最後には、歯科衛生士不足や歯科技工士の長時間

過密労働の実態も紹介し、歯科医療の現状を伝えるととも

に、患者の窓口負担の軽減、保険適用範囲の拡大、歯科医

療費の増額などが必要として連絡会の運動への協力を訴え

ました。

いい歯デーの街頭宣伝 口腔ケアの重要性訴え、署名宣伝行動


